
 

 

平成３０年第１回豊能町地域公共交通会議議事概要 

 

日 時：平成３０年１０月９日（火）午後１時から午後２時まで 

場 所：豊能町役場 ２階 大会議室  

出席者：委員１５名、事務局５名 

（詳細は別紙「平成３０年第１回豊能町地域公共交通会議出席者表」のとおり） 

傍聴者：４名 

 

 

１．開会 

・午後１時に会長が開会し、過半数の委員出席による開催を確認した。 

 

２．委員及び出席者紹介 

・事務局より委員及び出席者の紹介があった。 

 

３．《協議》道路運送法に基づく市町村運営有償運送（福祉輸送）について 

 ・以下の事項について説明者より説明があった 

  ①事業の目的・概要ついて 

  ②要綱の改正点について 

   →町内３０分以内のおでかけを充実させるため、町外の川西市立病院、箕面市民病院、

池田市立病院の３病院をはずす。 

 

 ・主な質疑、意見 

 [会長] 「おでかけくん」のみ変更でチケットは引き続き町外へ行くタクシーで使えるか。 

（事務局）「おでかけくん」のみ変更ですが、タクシーのチケットは現在１枚５００円のみ

の利用だが、２枚使えるように考えている。 

 [委員] 元は町内が原則か。２台しかないのを増やせないか。 

（事務局）町内が原則。需要がかなり伸びるなら台数を検討しなければならない。 

 

・市町村運営有償運送（福祉輸送）の変更について全員異議なしにより合意した 

 

４．《報告》「豊能町地域公共交通基本構想」にかかる施策の進捗状況について 

 ・以下の事項について事務局より報告、説明があった。 

① 能勢電鉄ときわ台駅のバリアフリー化について 

→実施設計が完了し、工事を能勢電鉄に行ってもらっている。 

② 能勢電鉄ときわ台駅前整備・駐輪場の地上化について 

→今年度に駅前地下の駐輪場を無料化・無人化して地上に移転する工事を行う。 

地下駐輪場跡地のバスロータリーを今年度実施設計し、来年度整備工事を行う予定。 

③ 池田泉州銀行ときわ台支店から駅までの道路の線形改良について 

→今年度、実施設計を行う。 



 

 

  ④ 阪急バス箕面森町線延伸における協議 

    →５月に大阪府交通道路室、箕面整備事務所、箕面市と本町で会議を行い基本構想

を説明。 

    →９月に上記に阪急バスを加え検討会議を立ち上げ、継続的に実施予定。 

 

 ・主な質疑、意見 

 [委員] 箕面森町線がときわ台駅に来るか光風台駅に来るか決まっていないが、光風台駅

になったらときわ台駅の整備はどうなるのか。  

（事務局）ときわ台駅はバリアフリー化もロータリー化もできていない。バスの延伸に関わ

らず整備する。 

 [委員] 運行は阪急バスなので、よく話をして進めていただきたい。 

（事務局）十分調整をはかり進める。 

 

５．《報告》「箕面森町線バス延伸に関する住民意識調査」の結果について 

・事務局より「箕面森町線バス延伸に関する住民意識調査」の結果について説明があった。 

 

・主な質疑、意見 

 [委員] この結果をもって運行路線を決めるのか。 

（事務局）これをもって決めることはない。総合的に判断する必要がある。 

 [会長] アンケートと実態は相違するケースが多い。阪急バスとの調整、町の意思決定の

参考資料になる。まずは決めて、実験期間をおいてやってみて直していく手順に

なる。  

[委員] どの方面に向かうか問うのではなく、最終目的地を問う方が説得力がある。 

[委員] 料金は安ければ安い方が良いので、細かく出した方が良い。 

[委員] 数字の出し方、グラフの出し方を考えた方が説得力がある。 

 

７ 閉会 

（１）総務部長より閉会挨拶があった。 

（２）午後２時に閉会した。 


